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この論文の主要な目的は，定常{磁場中におかれた超電導体の振舞を記述すする Ginzburg-Landau (GL) 
方担式を，局所的な電気力学が成立する i必合に， 転移点以下の低温旬'i域に拡張することである。 Gor'kov
は，微視的立JJ，}ーから GL 方程式を導くため，熱力学的グリーン関数を用いたが， ここでも Gor'kov と同
じ基礎方程式を採用する。拡張された GL )j担式は，エネノレギー間隙|掲数ムケ : T) と雌場を定義するベ
クトノレポランシャノレ A(r) との従う一組の非線型な辿立微分方程式よりなる。これらの方程式は， GL 方
程式と似た Jf3，をしているが， 新しい頃をもっている。転移温度の近くでは， Ginz burg-Landau -Gor'kov 
方程式と一致する。絶対零度の近くでは，新しい項が重要になってくる。
1滋J:bjの侵入度とコヒーレンスの距離とを比較することにより， 局所的な電気)J学が成立する条件が調べ
られた。 超電導体の種類を絶対零度での London の侵入度 ÀL とコヒーレンスの距離 go(O) との相対的
な大きさで区別すると
(1) 転移温度の近くでは，超電導体の種類に無|剥係に
(2) 中間的な温度悩域では， London 型(えLjYgO(O)) 及び中間型 (ÀL.......çO(O) )の超電導体に対して、









そ定める方法を論じたものであるの従来半現象論的な Ginzburg-Landau 方れ式 (G-L 方科式)が広く
用いられてきたが，最近， Gor'kov は，乙の現象論的方程式に対して， Bardeen 等の微視的理論による基
礎づけを試み， G-L 方程式に現れる超電導電子の秩序ノマラメターの代りに，表題にあるエネノレギ一間隙関






出そうとしたりその結果転移机度では G-L-G 方程式が正しいこと， 間隙関数の値を一定に保ちながら低
温に向うとき， 補正項の寄与が次第に大きくなり， ついに絶対零度では元の方程式と会く性質の異る
Nambu と Tsuan の結果に対応した式を採用すべきであることを示した口又1FriL度を一定にしたときには，
間隙関数が磁場の侵入していない所での値にくらべて充分小さいか， 逆 lと殆んど等しい場合補定項の値が
小きくなることもわかった。
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